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中野不二男提出の論文は，「衛星開発技術の定量評価法」と題し，全８章から成っている． 

衛星あるいは衛星技術は，自主技術による開発が理想であるが，現実には予算等の制約があり，

すべてを実現することは困難である．したがって，開発検討の対象が予算を投じてでも自主開発

すべきであるか否か，あるいは低コスト化のために当面は他国から導入しても差し支えないか否

かを判断し，開発に優先順位をつける必要がある．近年，そうした判断の目安となりうる評価法

確立の要求が，効率の良い衛星開発計画の立案という観点から高まりつつある．しかしながら，

現在では放送・通信衛星等は経済的波及効果を指標とし，また技術試験衛星等は技術的波及効果

を指標としているように，分野別に異なった指標を基に評価されているのが実状であり，共通し

た評価法は存在しない．このような背景から，本論文においては，性格の異なる衛星あるいは衛

星技術を，横断的かつ総合的に定量評価する手法を確立し，優先順位決定の判断材料を得る評価

法として提案している． 

第１章は序論であり，我が国の衛星開発における技術的，政治的な課題を整理している．また

技術の安全保障が強く要求される宇宙開発の特殊性について述べたうえで，衛星開発に求められ

る技術評価法のあり方を指摘し，本研究の意義と目的を明確にしている． 

第２章では，国産化率をはじめ，現状の衛星評価の問題点について述べている．そのうえで評

価に必要な視点として，経済的あるいは技術的な波及効果だけではなく，計画の遅延をも含むミ

ッションの優良性，政治的貢献，社会的貢献等も考慮すべきであると指摘している． 

第３章では，国産化率に代わる新しい指標として，衛星に占める自主技術の比率に注目した国

産技術化率を提案している．そのうえで技術評価の観点として，国産技術化率，バス技術（ミッ

ション重量比），ミッションの優良性，政治的貢献度，経済的・社会的貢献度をあげている． 

第４章では，これらの観点を評価条件とし，さらに各条件を５項目に分類して，項目の該当数

による５段階評価を提案している．これにより，バス技術（ミッション重量比）など数値による

絶対評価が可能な評価条件と，政治的貢献度など数値には置き換えることが困難な評価条件を融

合させ，技術試験衛星や気象観測衛星等を区分しない，総合的で横断的な定量評価を可能にして

いる．  

第５章では，同一の衛星あるいは衛星技術であっても，自主技術の獲得を優先する時代と経済

的波及効果を優先する時代，あるいは政治的貢献度を優先する時代においては，評価が異なるこ



とを指摘している．そのため衛星開発関係者を対象にしたアンケートにより，２００５年末時点

での評価条件の重要度シェアを求め，これをもとに技術試験衛星や気象観測センサなど６機８件

を題材にした定量評価を試みている．また宇宙利用に対する日本社会の期待度を調査した便益計

測の結果との比較により，本定量評価法の妥当性を確認している．そのうえで本定量評価法の特

徴が，評価条件に自主技術を重視する要素，社会的効果を重視する要素という異なる観点にもと

づいた性格を持たせてあること，かつ重要度の差をつけて評価条件を設定したことにあることを

指摘している． 

第６章では，現在運用中の放送衛星 BSAT-2c と運輸多目的衛星 MTSAT-1R を題材にして定量評

価をおこない，国産技術化すべき優先技術の抽出を試みている．その結果，両衛星の本体の比較

において評価はほぼ同等であるが，MTSAT-1Rのコア技術である気象センサとBSAT-2cの衛星本体

を比較した場合は，BSAT-2c衛星本体の国産技術化が優先されるべきであり，MTSAT-1Rの気象セ

ンサは，当面は他国から導入しても差し支えない技術になるという結果を得ている．  

第７章では，本定量評価法を利用して衛星開発戦略を立案する手法を，二つの社会的状況を想

定したうえで提案している．一方は２０１２年には宇宙開発に対して政治的貢献がより強く求め

られるという想定であり，他方は２０１０年には自主技術獲得をめざした開発がより重視される

とした想定である．それらの状況を反映した重要度シェアを設定し，これにもとづいて既存の衛

星技術を定量評価することで，その時代に求められる衛星技術の抽出を試みている． 

第８章は結論であり，本研究において得られた知見を要約している．  

 以上要するに，本論文は，衛星あるいは衛星技術を技術的あるいは経済的な要素だけではなく，

政治状況，社会状況という要素をも取り込み，総合的かつ横断的な観点から評価し，数値として

示す手法を提案するとともに，すでに開発された衛星および衛星技術の評価を実施することで本

評価法の妥当性を確認している．また，社会的状況に応じて優先度の高い衛星技術の抽出を行う

ことが可能であることを示し，本評価法が今後の衛星技術の開発戦略を立案するうえで有用であ

ることを明らかにしたものであり，宇宙工学および衛星工学上貢献するところが大きい．  

よって，本論文は博士（工学）の学位請求論文として合格と認められる． 
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